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けんこう

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
病

日
中
の
眠
気
や
居
眠
り
、
集
中
力
が
続
か
ず
い
つ
も
お
疲
れ
…
。

そ
の
お
悩
み
、「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
み
ず
病
院
（
熊
本
市
）
の
睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー
長
、

福
原
明
医
師
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

熊本・くわみず病院副院長
睡眠医療センター長

福原 明

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
？

　

睡
眠
は
脳
と
身
体
の
疲
労
回
復
、
成
長
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
、
免
疫
機
能
の
増
加
、
記
憶
の
固
定
な
ど
、

生
命
維
持
に
不
可
欠
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
し
か
し

質
の
悪
い
睡
眠
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
上
昇

さ
せ
、
死
亡
率
の
増
加
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
の
質
を
大
き
く
損
な
う
代
表
的
な
疾
患
が
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
。
10
秒
以
上
続

く
無
呼
吸
ま
た
は
低
呼
吸
が
１
時
間
に
起
こ
る
回
数

を
無
呼
吸
低
呼
吸
指
数
（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）
と
呼
び
、
Ａ
Ｈ

Ｉ
が
５
以
上
で
症
状
を
伴
う
病
態
を
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
定
義

し
ま
す
。

① 

社
会
生
活
に
お
け
る
リ
ス
ク

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
昼
間
の
眠
気
や
集
中
力
の
低
下

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
多
忙
や
慢
性
的

な
睡
眠
不
足
に
よ
り
、
眠
気
を
自
覚
し
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
中
の
眠
気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
方
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
の
指
標
）
が
25
以
上
で
あ
る

・
習
慣
的
に
い
び
き
を
か
く

・
扁
桃
肥
大
が
あ
る

② 

診
断
の
た
め
の
専
門
検
査

　

診
断
に
は
専
門
的
な
検
査
が
必
要
で
す
。
終
夜
睡

眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
は
確
定
診
断
の
た
め
に
行
わ

れ
、
脳
波
、
呼
吸
、
心
拍
数
な
ど
を
一
晩
か
け
て
詳

細
に
記
録
し
ま
す
。
検
査
結
果
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｈ
Ｉ

を
用
い
て
重
症
度
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

③ 

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
原
因
：
肥
満
と
構
造
的
な
問
題

　

成
人
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
約
７
割
は
肥
満
が
原
因
（
資

料
２
）
。
肥
満
に
よ
っ
て
舌ぜ

っ

根こ
ん

や
軟な

ん

口こ
う

蓋が
い

が
沈
下
し

た
り
（
次
ペ
ー
ジ
資
料
３
）
、
周
囲
に
脂
肪
が
つ
く

こ
と
で
気
道
が
圧
迫
さ
れ
閉
塞
が
起
こ
り
ま
す
。
肥

満
で
な
く
て
も
、
扁
桃
肥
大
、
ア
デ
ノ
イ
ド
肥
大
、

下
顎
が
小
さ
い
な
ど
の
構
造
的
な
問
題
が
原
因
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

女
性
と
小
児
の
Ｓ
Ａ
Ｓ

① 

女
性
の
Ｓ
Ａ
Ｓ

　

女
性
は
男
性
と
比
べ
て
症
状
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

を
高
め
、
脳
血
管
障
害
の
発
症
リ
ス
ク
は
10
・
８
倍

に
。
重
症
Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
は
心
筋
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど

に
よ
る
死
亡
率
が
上
が
り
ま
す
。

【
糖
代
謝
異
常（
糖
尿
病
）】 

断
続
的
な
低
酸
素
状
態

や
交
感
神
経
の
緊
張
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
目
が
低

下
し
、
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

【
精
神
・
認
知
機
能
の
障
害
】 

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
15
以
上
の

場
合
、
う
つ
病
に
な
る
確
率
が
2
・
6
倍
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
繰
り
返
す
低
酸
素
血
症
は
記
憶
を
司
る

脳
の
海
馬
の
神
経
細
胞
を
障
害
し
、
認
知
機
能
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
を
疑
う
症
状
と
診
断

① 

症
状
と
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

【
夜
間
の
主
な
症
状
】 

習
慣
性
い
び
き
、
睡
眠
中
の

窒
息
感
や
あ
え
ぎ
呼
吸
、
頻
繁
な
覚
醒
、
熟
眠
感
の

で
、
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
日
中

の
眠
気
を
訴
え
る
女
性
で
も
、
男
性
と
同
じ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

点
数
を
示
さ
な
い
こ
と
も
。
主
な
訴
え
は
、
不
眠
、

う
つ
、
動
悸
、
倦
怠
感
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
閉
経

後
に
有
病
率
が
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

② 

小
児
の
Ｓ
Ａ
Ｓ

　

小
児
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
発
達
障
害
や
学
業
成
績
不
振
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
発
見
が
重
要
。

小
児
で
は
肥
満
よ
り
も
扁
桃
肥
大
や
ア
デ
ノ
イ
ド
肥

大
が
主
な
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
成
人
と

は
異
な
り
、
日
中
の
眠
気
は
乏
し
く
、
朝
の
頭
痛
や

日
中
の
倦
怠
感
、
集
中
力
低
下
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
高
い
ほ
ど
身
長
の
伸
び
に
負

の
相
関
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
激
し
い
い
び
き
や
呼
吸

は
、
交
通
事
故
や
産
業
事
故
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
が
交
通
事
故
に
遭
う
確
率
は
、
健
常
人

と
比
較
し
て
約
６
〜
７
倍
に
高
ま
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
過
去
に
は
、
居
眠
り
運
転
に
よ
る
重
大
な

運
輸
事
故
が
発
生
し
、
国
土
交
通
省
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策

に
乗
り
出
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

② 

健
康
リ
ス
ク

　

夜
間
に
眠
り
の
浅
い
状
態
が
頻
繁
に
起
こ
る
と
、

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
増
加
で
交
感
神
経
が
緊
張
し
身
体

は
ス
ト
レ
ス
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
次
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
悪
化
を

招
き
ま
す
。

【
高
血
圧
症
】 

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
高
血
圧
の
原
因
と
な
り
、

難
治
性
高
血
圧
の
方
の
82
・
９
％
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
合
併

し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

【
脳
心
血
管
の
障
害
】 

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
血
栓
形
成
リ
ス
ク

資料 1  エプワース眠気尺度（ESS）
絶対に
ない

時々
ある

よく
ある

大体
いつも

座って本を読んでいるとき居眠りをする 0 1 2 3
テレビを見ているとき居眠りをする 0 1 2 3
人の大勢いる場所でじっとしているとき（会議や映画
館など）居眠りをする 0 1 2 3

他の人が運転する車に乗せてもらっていて、1 時間く
らい休憩無しでずっと乗っているとき居眠りをする 0 1 2 3

午後じっと横になって休んでいるとき居眠りをする 0 1 2 3
座って人とおしゃべりをしているとき居眠りをする 0 1 2 3
お昼ご飯の後に静かに座っているとき居眠りをする 0 1 2 3
自分が車を運転していて、数分間信号待ちをしている
とき居眠りをする 0 1 2 3

資料 2　くわみず病院で診断した
　　　　SAS の患者さんの肥満度

欠
如
、
夜
間
頻
尿
な
ど
。

【
日
中
の
主
な
症
状
】 

日
中
傾
眠
、
倦
怠
感
、
集
中

力
の
欠
如
、
頭
痛
。

　

日
中
の
眠
気
の
程
度
は
、
エ
プ
ワ
ー
ス
眠
気
尺
度

（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）（
資
料
１
）
で
自
己
評
価
で
き
ま
す
。

点
数
が
11
点
以
上
の
場
合
、
病
的
な
眠
気
が
あ
る
可

25 以下

25～30

30～35

35～40

40 以上

BMI の数値
（25以上が肥満）

33％

2％

42％

5％

18％



けんこう

8いつでも元気 MIN-IREN 2025.12

停
止
が
な
い
か
、
夜
尿
症
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
治
療
法

①
生
活
習
慣
の
改
善

　

肥
満
が
あ
る
場
合
は
減
量
が
必
要
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
上
気
道
筋
を
弛
緩
さ
せ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
悪
化
さ

せ
る
た
め
、
寝
る
前
の
禁
酒
も
勧
め
ら
れ
ま
す
。

②
Ｃシ

ー

パ

ッ

プ

Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法

　

中
等
症
か
ら
重
症
の
治
療
に
お
い
て
第
１
選
択
と

さ
れ
ま
す
。
鼻
マ
ス
ク
を
介
し
て
一
定
陽
圧
の
空
気

を
送
り
込
み
、
睡
眠
中
の
気
道
の
閉
塞
を
防
ぎ
ま
す

（
資
料
３
）
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
に
よ
り
、
Ａ
Ｈ
Ｉ

が
劇
的
に
改
善
し
、
低
酸
素
状
態
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
口
腔
内
装
具
︵
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
︶

　

下
顎
を
前
方
に
移
動
さ
せ
て
気
道
を
確
保
す
る
歯

科
装
具
は
、
軽
症
患
者
に
選
択
さ
れ
ま
す
。

④
外
科
的
手
術

　

扁
桃
肥
大
や
ア
デ
ノ
イ
ド
肥
大
な
ど
、
解
剖
学
的

な
問
題
が
原
因
の
場
合
に
検
討
さ
れ
ま
す
。
特
に
小

児
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
、
扁
桃
・
ア
デ
ノ
イ
ド
の
切
除
が
有

効
な
治
療
法
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

良
い
睡
眠
の
た
め
の
生
活
習
慣

　

日
中
の
眠
気
や
疲
労
感
を
予
防
す
る
た
め
に
、
日

頃
か
ら
﹁
良
い
睡
眠
﹂
を
意
識
し
た
生
活
習
慣
を
実

践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
睡
眠
時
間
】
成
人
の
適
正
睡
眠
時
間
は
６
〜
８
時

間
が
目
安
で
す
が
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
日
中
に

眠
気
で
困
ら
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

【
体
内
時
計
の
調
整
】
毎
朝
日
光
を
浴
び
る
こ
と
で

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム

が
刻
ま
れ
ま
す
。

【
光
に
注
意
】
夜
間
に
強
い
光（
特
に
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
）を
浴
び
る
と
、
入
眠
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
寝
る

２
時
間
前
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

【
食
事
と
運
動
】
朝
食
を
食
べ
な
い
、
就
寝
直
前
の

食
事
、
深
夜
の
間
食
、
運
動
習
慣
が
な
い
こ
と
は
熟

眠
感
低
下
の
要
因
。
昼
間
か
ら
夕
方
の
適
度
な
運
動

は
深
い
睡
眠
を
促
し
ま
す
。
た
だ
し
、
寝
る
直
前
の

激
し
い
運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
の
不
調
は
専
門
家
へ
相
談
を

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
症
状
が
続
き
、
日
中
の

生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、
睡
眠
障
害
が
潜
ん

で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
睡
眠
学
会
の
専

門
医
や
認
定
技
師
が
在
籍
す
る
施
設
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

以
外
に
も
不
眠
症
や
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
睡
眠
障
害
に
対
す
る
適
切
な
診
断
と
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
睡
眠
の
質
が
気
に
な
っ
た
ら
専

門
施
設
に
相
談
し
て
、
ご
自
身
の
健
康
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

資料 3　SAS と CPAP 療法

鼻マスクから一定陽圧の空気を送り込み、上気道を
広げて閉塞を防ぎ、呼吸を補助する

舌根や軟口蓋の沈下により気道が閉塞し、無呼吸
が発生

SAS CPAP 療法

軟口蓋

舌根
開塞部位


